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栗田哲也先生のスピードアップ算数〈基礎〉解答・解説

10．8.5 cm2が答え。
　キーポイント： ＡＢを底辺と見たとき、右図で高さ

がＲ , Ｓ , Ｔ , Ｑ , Vと一定の割合
で増えるのだから、面積も三角形Ｒ
ＡＢ（これはつぶれた三角形とみな
して面積 0）、三角形ＳＡＢ・・・
と一定の割合で増えていくというこ
とを見ぬくのがポイント。

　そこで、右図のように各頂点に数値（その頂点と
Ａ ,Ｂを結んだときの三角形の面積）を、各辺の等分
点では規則的に増えるように書きこんでいく。このよ
うにして、答えは 8 .5 cm2とわかる。
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